








要約 

母乳栄養時の Ca,P の摂取不足を補う目的で未熟児用調整粉乳を加え混合栄養とした極小

未熟児 23 例についてくる病発生率ならびに受胎後 40 週の時点での骨発育を観察した。 

Ca,P の補給によってくる病発生率および重症度は明らかに減少したが,生後の骨発育が成

熟児の出生時レベルに到達するまでには相当の期間を要し,極小未熟児とくに超未熟児で

はマトリックスの生成が不良で骨の発育が遅れ,そのために石灰化含量が少ない状態,つま

り osteopenia の状態が加味されているものと考えられる。 


